
～七十余年の歴史を振り返る～
全日本ホルスタイン共進会のあゆみ

第

回
全
共
ま
で
１
カ
月

第

回（
平

栃
木
県
）

第

回（
平

北
海
道
）

第

回（
平

北
海
道
）

第

回（
令
２
九
州
・

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
）　
　

第

回（
令
７
北
海
道
）

第
１
回（
昭

神
奈
川
県
）

第
２
回（
昭

静
岡
県
）

第
３
回（
昭

長
野
県
）

第
４
回（
昭

福
島
県
）

第
５
回（
昭

愛
知
県
）

第
６
回（
昭

兵
庫
県
）

第
７
回（
昭

群
馬
県
）

第
８
回（
昭

岩
手
県
）

第
９
回（
平
２
熊
本
県
）

第

回（
平
７
千
葉
県
）

第

回（
平

岡
山
県
）
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第１回神奈川県平塚市（昭・３月）

第１回　昭和天皇の行幸

　
戦
後
ま
も
な
い
１
９
５
１
（
昭
和

）
年
に
神
奈
川
県
平
塚
市
で
第
１
回
全
共
が
開
か

れ
て
以
来
、
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
各
地
で
開
か
れ
て
き
た
。
全
国
の
酪
農
家
が
改
良
の
成
果

を
競
う
全
共
で
は
、
時
代
ご
と
の
改
良
の
頂
点
が
示
さ
れ
て
き
た
。
開
催
ま
で
１
カ
月
に

迫
っ
た
今
、
各
開
催
年
の
酪
農
情
勢
と
と
も
に
全
共
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
た
い
。

第５回愛知県豊橋市（昭・月）

第回岡山県灘崎町（平・月）

第回札幌会場（平・月）

第回最高位賞

　
壬
生
町
の
県
有
地
で

月

３
日
～
６
日
開
催
。
３
６
３

頭
出
品
。
参
観
者

万
人
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
ジ
ャ

ー
ジ
ー
種
（

頭
）
の
第
４

回
全
共
も
同
時
開
催
さ
れ

た
。

　
開
会
式
に
高
円
宮
妃
殿
下

を
お
迎
え
し
、盛
大
に
開
催
。

新
た
な
取
り
組
み
も
多
く
、

審
査
委
員
、
副
審
査
委
員
各

１
名
に
よ
り
全
部
門
を
担

当
。
出
品
者
の
服
装
を
上
下

白
色
に
統
一
し
、
監
視
員
に

よ
る
出
品
マ
ナ
ー
を
厳
守
。

後
代
検
定
種
雄
牛
の
娘
牛
展

示
と
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
事

業
の
歴
史
と
必
要
性
等
に
つ

い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
。
高
校
生
対

象
に
「
牛
の
見
方
」
講
習
会

を
開
催
し
た
。
こ
の
年
、
３

月
に
は
新
た
な
酪
肉
近
代
化

方
針
が
制
定
さ
れ
た
。

月

に
は
約
２
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
産
牛
肉
の
輸
入

が
再
開
さ
れ
た
。

　
名
誉
賞
に
は
北
海
道
・
福

屋
牧
場
の
「
エ
ル
ム
レ
ー
ン

　
ス
カ
イ
チ
ー
フ
　
サ
ニ
ー

　
Ｅ
Ｔ
」
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

は
岡
山
県
・
美
甘
正
平
さ
ん

の
「
オ
セ
オ
ラ
　
リ
メ
イ
ク

　
ブ
リ
ガ
デ
イ
ア
ー
」
。

　
４
月

日
宮
崎
県
で
「
口

蹄
疫
」
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
翌
年
に
延
期
。

　
翌
年
３
月

日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

第

回
全
共
を
中
止
と
し

た
。

　
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
家
畜
市
場
・
同
共
進

会
場
で

月

日
～

日
開

催
。

　
前
回
大
会
か
ら

年
ぶ
り

の
開
催
。
過
去
最
多
の
３
７

４
頭
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

頭

含
む
）
が
出
品
。
参
観
者
６

・
６
万
人
。

　
「
酪
農
王
国
」
北
海
道
で

初
開
催
さ
れ
た
第

回
全
共

で
は
後
代
検
定
娘
牛
の
部
や

高
等
学
校
特
別
枠
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
部
門
が
新
設
。
札
幌

市
内
で
併
催
し
た
消
費
者
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
北
海
道
酪
農

パ
ビ
リ
オ
ン
」
を
通
じ
て
、

酪
農
を
広
く
消
費
者
に
Ｐ

Ｒ
。

　
こ
の
年
の

月
に
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）
が
大
筋
合
意

さ
れ
、
関
税
撤
廃
に
よ
る
安

価
な
海
外
乳
製
品
の
流
入

が
、
国
内
の
乳
製
品
価
格
を

押
し
下
げ
、
酪
農
家
の
経
営

を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

　
名
誉
賞
に
は
北
海
道
・
天

野
洋
一
さ
ん
の
「
レ
デ
イ
ス

マ
ナ
ー
　
Ｍ
Ｂ
　
セ
レ
ブ
リ

テ
イ
」
。

　
第

回
全
共
は
初
の
全
共

ブ
ロ
ッ
ク
開
催
と
し
て

月


日
～

月
２
日
に
宮
崎
県

・
都
城
市
の
都
城
地
域
家
畜

市
場
で
開
催
予
定
で
あ
っ

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
開
催

予
定
年
度
の
令
和
２
年
度
の

開
催
を
見
送
り
、
翌
年
以
降

の
開
催
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
た
が
、
感
染
症
流
行
の

終
息
の
見
通
し
が
立
た
ず
安

全
性
が
担
保
出
来
な
い
た
め

中
止
さ
れ
た
。

　
第

回
全
共
と
同
様
に
安

平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
家
畜
市
場
・
同
共
進
会
場

で

月

日
～

日
に

年

ぶ
り
の
開
催
予
定
。

　
開
催
内
容
を
抜
本
的
に
見

直
し
て
、
原
点
に
立
ち
返
り

共
進
会
に
特
化
し
た
第

回

全
共
。

　
全
国
か
ら
集
結
す
る
精
鋭

４
０
０
頭
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種


頭
含
む
）
が

年
ぶ
り
の

頂
点
を
目
指
す
。

　
平
塚
市
の
競
輪
場
で
３
月


日
～

日
開
催
さ
れ
た
。


道
府
県
か
ら
１
５
７
頭
が

出
品
さ
れ
参
観
者
は

万

人
。
審
査
団
は
２
班
７
名
、

牛
の
引
き
出
し
は
３
～
４
回

行
わ
れ
た
。

　
初
日
に
は
昭
和
天
皇
を
お

迎
え
出
来
、
吉
田
茂
総
理
大

臣
、
広
川
弘
禅
農
相
ら
が
会

場
を
訪
れ
た
。
こ
の
９
月
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
、
日
米
安
保
条
約
が
調
印

さ
れ
、
ま
さ
に
戦
後
復
興
の

途
上
に
あ
っ
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
宇
都

宮
勤
さ
ん
の
「
マ
ラ
ソ
ン
　

ベ
ツ
ス
　
バ
ー
ク
　
ロ
メ
オ

　
ジ
エ
マ
イ
マ
」
。

　
静
岡
市
の
駿
府
公
園
で
３

月

日
～

日
開
催
。

都

道
府
県
か
ら
２
０
０
頭
が
出

品
。
参
観
者
は

万
人
。
審

査
団
は

名
が
３
班
に
分
か

れ
前
回
同
様
に
行
わ
れ
た
。

　
前
年
か
ら
集
約
酪
農
の
指

定
が
は
じ
ま
り
、
乳
牛
導
入

が
拡
大
さ
れ
、
第
１
回
全
共

か
ら
５
年
間
で
乳
牛
頭
数
は

ほ
ぼ
倍
増
、

万
頭
に
達
し

て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
輸
入
も
見

ら
れ
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
町
村

敬
貴
さ
ん
の
「
２
　
フ
エ
ム

コ
　
オ
ブ
　
ア
ー
ル
チ
エ
　

ヒ
カ
リ
」
。

　
松
本
市
の
市
営
球
場
で
３

月

日
～

日
開
催
。

年

に
結
婚
さ
れ
た
上
皇
陛
下
と

美
智
子
上
皇
后
陛
下
が
臨
席

さ
れ
た
。

都
道
府
県
２
２

６
頭
が
出
品
。
参
観
者
は


万
人
に
達
し
た
。
審
査
団
は

３
班

名
が
３
会
場
に
分
か

れ
、
比
較
審
査
を
２
日
間
で

４
回
実
施
し
た
。

　
展
示
会
場
に
は
生
乳
生
産

年
間
１
千
万
石
（
約
１
８
０

万
ｔ
）
突
破
記
念
塔
が
建
て

ら
れ
る
等
、
酪
農
へ
の
生
産

意
欲
旺
盛
な
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
、
畜
産
物
価
格

安
定
法
が
成
立
。
畜
産
振
興

事
業
団
が
設
立
さ
れ
た
。

　
名
誉
賞
は
岩
手
県
・
小
岩

井
農
場
の
「
パ
イ
オ
ニ
ア
　

ス
シ
ー
」
。

　
福
島
市
の
競
馬
場
で
３
月


日
～

日
開
催
。

都
道

府
県
か
ら
２
７
８
頭
出
品
。

参
観
者

万
人
。
審
査
団
は

総
括
審
査
委
員
２
名
と
担
当


名
、
計

名
が
３
班
３
会

場
に
分
か
れ
、
比
較
審
査
を

２
日
間
で
３
回
実
施
し
た
。

　
開
会
式
に
は
常
陸
宮
殿
下

ご
夫
妻
、
閉
会
式
に
は
秩
父

宮
妃
殿
下
が
臨
席
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
か
ら
も

来
場
し
、
賞
品
が
贈
呈
さ
れ

る
等
国
際
色
も
加
わ
っ
た
。

前
年
に
不
足
払
い
法
が
成
立

し
、
指
定
団
体
が
誕
生
。
初

年
度
の
保
障
価
格
は
１
㎏


円
３
銭
、
限
度
数
量
は

万

３
千
ｔ
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
町
村

敬
貴
さ
ん
の
「
ロ
ベ
ス
　
ア

イ
デ
ア
ル
　
コ
ー
ン
フ
ラ
ワ

ー
」
。

　
豊
橋
市
の
豊
橋
公
園
で


月

日
～

日
開
催
。

都

道
府
県
か
ら
２
９
５
頭
出

品
。
参
観
者

万
人
。
審
査

団
は
総
括
審
査
委
員
１
名
、

班
主
任
３
名
、
部
担
当

名

計

名
が
３
班
３
会
場
に
分

か
れ
て
実
施
し
た
。

　
最
終
日
の
表
彰
式
・
閉
会

式
に
は
名
誉
総
裁
で
あ
る
秩

父
宮
妃
殿
下
が
臨
席
し
て
賞

杯
を
授
与
し
た
。
酪
農
界
で

は
不
足
払
い
制
度
が
定
着

し
、
生
乳
生
産
は
年
率
６
～

７
％
の
高
い
伸
び
を
続
け

た
。
そ
の
結
果
、
乳
製
品
在

庫
が
増
大
し
、
国
の
買
い
上

げ
が
行
わ
れ
た
。
一
方
、
消

費
拡
大
に
様
々
な
手
が
打
た

れ
た
。
こ
の
年
、
ア
ジ
ア
初

の
国
際
博
覧
会
が
太
陽
の
塔

の
下
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
宇
都

宮
農
場
の
「
２
　
ス
カ
イ
ラ

ー
ク
　
サ
イ
ク
ロ
ン
　
オ
ー

ム
ス
ビ
ー
」
。

　
淡
路
島
の
津
名
町
（
現
淡

路
市
）
、

ｈ
ａ
余
り
の
埋

立
地
で
、
一
面
を
牧
草
で
覆

い
、

月

日
～

月
３
日

開
催
。

都
道
府
県
か
ら
２

９
１
頭
出
品
。
参
観
者

万

人
。
審
査
団
は

名
で
各
部

を
実
施
。
初
め
て
円
形
歩
行

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　
閉
会
式
に
は
前
回
同
様
に

秩
父
宮
妃
殿
下
が
臨
席
さ
れ

た
。
２
年
前
の

年
は
狂
乱

物
価
、
飼
料
高
騰
、
翌
年
に

引
き
続
き
酪
農
は
「
非
常
事

態
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

高
度
経
済
成
長
か
ら
低
成
長

へ
の
転
換
点
の
年
。
７
月
沖

縄
国
際
海
洋
博
開
催
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
西
倉

栄
吉
さ
ん
の
「
ア
デ
イ
ロ
ン

ダ
ツ
ク
　
ラ
ツ
ス
　
ロ
ー
ヤ

ル
」
。

　
前
橋
市
、
利
根
川
縁
の
運

動
公
園
で
４
月

日
～

日

開
催
。

都
道
府
県
か
ら
２

９
８
頭
出
品
。
参
観
者

万

人
。
審
査
団
は
前
回
同
様
の


名
で
実
施
。

　
赤
白
斑
は
、

年
か
ら
ホ

ル
種
と
し
て
登
録
可
能
と
な

り
、
赤
白
斑
牛
が
初
名
誉
賞

に
選
ば
れ
た
。
２
年
前
の


年
か
ら
生
乳
の
計
画
生
産
に

入
り
、
酪
農
規
模
拡
大
路
線

に
陰
り
が
で
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
楠
木

英
仁
さ
ん
の
「
ハ
イ
ロ
ー
ン

　
サ
イ
テ
ー
シ
ヨ
ン
　
レ
ツ

ド
」
。

　
滝
沢
村
（
現
同
市
）
の
岩

手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
柿

落
と
し
と
し
て

月
９
日
～


日
開
催
。

都
道
府
県
か

ら
２
９
７
頭
出
品
。
参
観
者


万
人
。
審
査
委
員
は
、
未

経
産
、
経
産
、
母
系
の
３
部

門
に
主
任
と
副
主
任
を
設

け
、
６
名
と
な
っ
た
。

　
常
陸
宮
殿
下
ご
夫
妻
が
臨

席
さ
れ
た
開
会
式
会
場
・
審

査
会
場
は
、
岩
手
県
が
多
目

的
の
催
事
場
と
し
て
新
設
さ

れ
た
全
天
候
型
の
施
設
。
初

の
屋
内
審
査
と
な
っ
た
。
輸

入
種
雄
牛
の
娘
牛
が

％
を

占
め
た
が
、
後
代
検
定
済
の

種
雄
牛
の
娘
牛
も
初
め
て
出

品
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
自
民

党
飲
用
牛
乳
流
通
問
題
等
小

委
員
会
は
Ｌ
Ｌ
牛
乳
の
常
温

流
通
を
認
め
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
植
田

晃
雄
さ
ん
の
「
エ
ム
　
ビ
ー

　
ビ
ー
　
ロ
イ
ブ
ル
ツ
ク
　

カ
ウ
ン
テ
ス
　
マ
リ
ー
」
。

　
合
志
町
（
現
同
市
）
の
県

農
業
公
園
で

月

日
～


日
開
催
。

都
道
府
県
か
ら

２
９
３
頭
出
品
。
参
観
者


万
人
。
審
査
は
前
回
同
様
３

部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
正
・
副
審

査
委
員
６
名
で
実
施
し
た
。

　
一
般
消
費
者
も
迎
え
る
農

業
全
般
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位

置
付
け
、
会
場
内
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
翌
年
か
ら

牛
肉
輸
入
自
由
化
を
控
え
、

こ
の
年
４
月
に
肉
用
子
牛
補

給
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。


月
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協

会
が
発
足
し
た
。

　
名
誉
賞
は
北
海
道
・
植
田

晃
雄
さ
ん
の
「
オ
ラ
ホ
ー
ム

　
ク
リ
ス
ト
フ
ア
ー
　
ブ
レ

ン
ダ
」
。

　
千
葉
市
の
千
葉
ポ
ー
ト
パ

ー
ク
で

月

日
～

日
開

催
。

都
道
府
県
か
ら
２
９

８
頭
出
品
。参
観
者

万
人
。

審
査
は
未
経
産
、
経
産
の
２

部
門
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

正
・
副
審
査
委
員
各
１
名
を

配
し
て
行
い
、
牛
の
リ
ン
グ

へ
の
登
場
も
１
回
だ
け
と
な

っ
た
。

　
日
本
酪
農
発
祥
の
地
と
さ

れ
る
千
葉
県
、
消
費
者
を
意

識
し
、
国
産
牛
乳
の
消
費
拡

大
を
Ｐ
Ｒ
す
る
催
事
も
目
立

っ
た
。
閉
会
式
に
は
名
誉
総

裁
の
高
円
宮
殿
下
ご
夫
妻
が

臨
席
さ
れ
た
。
前
年

月
に

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
成
立
。
関
連

し
て
、
不
足
払
い
法
改
正
案

が
成
立
。
関
税
化
元
年
と
な

っ
た
。
こ
の
年
１
月
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
発
生
。

　
名
誉
賞
は
千
葉
県
・
藤
平

誠
一
さ
ん
の
「
ビ
ー
マ
ン
　

ク
レ
イ
タ
ス
　
レ
ボ
リ
ユ
ー

シ
ヨ
ン
」
。

　
攤
崎
町（
現
岡
山
市
南
区
）

の
埋
立
地
（
草
地
）
で

月

２
日
～
５
日
開
催
。

都
道

府
県
か
ら
２
９
７
頭
出
品
。

参
観
者

万
人
。
岡
山
県
酪

農
の
特
色
を
引
き
出
す
た
め


年
ぶ
り
に
第
３
回
全
日
本

ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会（

頭
）

も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　
前
回
閉
会
式
同
様
に
高
円

宮
殿
下
ご
夫
妻
も
臨
席
さ
れ

た
。
こ
の
年
、
各
地
で
広
域

指
定
団
体
が
発
足
。
３
月
、


年
ぶ
り
に
口
蹄
疫
が
発
生

し
、
全
共
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
９
月
に
は
清
浄
国
に
復

帰
。

　
名
誉
賞
は
岡
山
県
・
永
礼

淳
一
さ
ん
の
「
オ
ラ
ホ
ー
ム

　
ブ
レ
ン
ダ
　
デ
ユ
リ
ー
ガ

ル
　
ス
タ
ー
　
Ｅ
Ｔ
」
。
ジ

ャ
ー
ジ
ー
種
は
長
野
県
・
前

田
勉
さ
ん
の
「
マ
ジ
ツ
ク
　

チ
ー
フ
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
。


